
（資4-37-A4 26 ） 

名簿番号

１ 亡くなられた方の住所、氏名（フリガナ）、生年月日、亡くなられた日を記入してください。 

住
所東京都○○区○○○３丁目１番１号 

氏
名

（ コクゼイ タロウ      ） 生 年 月 日 昭和 16年  10月  19日 

国税 太郎 亡くなられた日 平成 26年   ５月  10日 

２ 亡くなられた方の職業及びお勤め先の名称を「亡くなる直前」と「それ以前（生前の主な職業）」に分けて具体的に記入してください。 

亡 く な る 直 前： 

それ以前（生前の主な職業）： 

無職 

会社役員 

（お勤め先等の名称：－                         ）

（お勤め先等の名称：○○商事㈱                     ）

３ 相続人の方は何人いらっしゃいますか。その方の住所、氏名と亡くなられた方との続柄を記入してください。 

（ フ リ ガ ナ ） 

相続人の氏名 
続 柄 

（ フ リ ガ ナ ） 

相続人の氏名 
続 柄 

①
（ コクゼイ ハナコ                  ）

妻 ④
（                      ）

国税 花子 

②

（ コクゼイ イチロウ                ）

長男 ⑤

（                      ）

国税 一郎 

③

（ ゼイム サチコ                  ）

長女 相続人の数 Ⓐ ３ 人
税務 幸子 

(注) 相続を放棄された方がおられる場合には、その方も含めて記入をお願いします。 

４ 亡くなられた方（又は先代名義）の不動産がありましたら、土地、建物の別に記入してください。 

種 類 所  在  地 イ 面積(㎡)
ロ 路線価等 

(注１、２)

ハ 倍率

(注２) 

ニ 評価額の概算 

(注３)

① 土地 東京都○○区○○○３丁目１番１号 150 300,000 4,500 万円

② 土地 ○○県○○市○○町161番地 400 18,000,000 1.1 1,980 万円

③ 家屋 東京都○○区○○○３丁目１番１号 80 12,200,000 1.0 1,220 万円

④                 万円

(注) １ ロ欄は、土地について路線価が定められている地域は路線価を記入し、路線価が
定められていない地域は固定資産税評価額を記入してください。また、建物は固定
資産税評価額を記入してください。

合計額 Ⓑ 7,700 万円

２ 土地に係るロ欄の路線価又はハ欄の倍率は、国税庁ホームページ【www.rosenka.nta.go.jp】で確認することができま

す。なお、路線価図は千円単位で表示されています。また、建物に係るハ欄の倍率は1.0倍です。 

３ ニ欄は、次により算出された金額を記入してください。 
《ロ欄に路線価を記入した場合》ロの金額×イの面積(㎡)
《ロ欄に固定資産税評価額を記入した場合》ロの金額×ハの倍率（建物は1.0倍）

５ 亡くなられた方の株式、公社債、投資信託等がありましたら記入してください（亡くなられた日現在の状況について記入をお願いしま

す。）。 

銘 柄 等 数量(株、口) 金 額 銘 柄 等 数量(株、口) 金 額 

① ○○商事㈱ 100 250 万円 ④  Ⓒ 750 万円

② ○○建設㈱ 20 400 万円 ⑤  Ⓒ 750 万円

③ 10年利付国債第○回 100 万円 合計額 Ⓒ 750 万円

６ 亡くなられた方の現金、預貯金について記入してください（亡くなられた日現在の状況について記入をお願いします。）。 

預入先（支店名を含む） 金 額 預入先（支店名を含む） 金 額 

① 現金 100 万円 ④ △△信託銀行△△支店 250 万円

② ○○銀行○○支店 1,000 万円 ⑤ Ⓓ 2,050 万円

③ ××銀行××支店 700 万円 合計額 Ⓓ 2,050 万円

記 載 例 相続についてのお尋ね（相続税申告の簡易判定シート）

（注） 記入欄に書ききれない場合には、適宜の用紙に記載願います。 



※１ 税務署で相談を希望される場合には、事前に予約していただき、この「相続についてのお尋ね（相続税申告 

の簡易判定シート）」について分かる範囲で記載の上、ご持参ください。 

２ この「相続についてのお尋ね（相続税申告の簡易判定シート）」は、相続税の申告書ではありません。 

７ 相続人・相続人以外の方が受け取られた生命保険金、損害保険金や死亡退職金について記入してください。 

保険会社又は支払会社等 金 額 保険会社又は支払会社等 金 額 

① ○○生命保険㈱ 1,000 万円 ③ Ⓔ 1,500 万円

② ××生命保険(相) 500 万円 合計額 Ⓔ 1,500 万円

８ 亡くなられた方から、相続時精算課税を適用した財産の贈与を受けた方がおられる場合、その財産について記入してください。 

贈与を受けた方の氏名 財産の種類 金 額 贈与を受けた方の氏名 財産の種類 金 額 

① 国税 一郎 現金 800 万円 ③  Ⓖ 500 万円

②  万円 合計額 Ⓕ 800 万円

９ 亡くなられた方から、亡くなる前３年以内に、上記８以外の財産の贈与を受けた方がおられる場合、その財産について記入してください。 

贈与を受けた方の氏名 財産の種類 金 額 贈与を受けた方の氏名 財産の種類 金 額 

① 税務 幸子 現金 500 万円 ③  Ⓖ 500 万円

②  万円 合計額 Ⓖ 500 万円

10 亡くなられた方に債務（借入金等）などがある場合、その債務について記入してください。また、葬式費用について記入してください。 

借入先など債権者の住所（所在）と氏名（名称） 金 額 借入先など債権者の住所（所在）と氏名（名称） 金 額 

① 26年度分固定資産税 25 万円 ④ Ⓖ 500 万円

② 26年度分住民税 10 万円 ⑤ 葬式費用の概算 Ⓖ 265 万円

③ 万円 合計額 Ⓗ 300 万円

(注) 亡くなられた方に未納となっている税金がある場合には、その内容も併せて記入をお願いします。 

11 相続税の申告書の提出が必要かどうかについて検討します（概算によるものですので、詳細については税務署にお尋ねください。）。 

Ⓑの金額 7,700 万円
(Ⓘ－Ⓗ)の金額 

※赤字のときはゼロ
Ⓙ 12,500 万円

Ⓒの金額 750 万円 (Ⓙ＋Ⓖ)の金額 Ⓚ 13,000 万円

Ⓓの金額 2,050 万円
基礎控除額の計算 

5,000万円 ＋(Ⓐ ３ 人×1,000万円) ＝ 8,000 万円

Ⓔの金額 1,500 万円 (Ⓚ－Ⓛ)の金額 Ⓜ 5,000 万円

Ⓕの金額 800 万円
Ⓜの金額 《黒字である場合》相続税の申告が必要です。 

《赤字である場合》相続税の申告は不要です。 

※ あくまでも概算による結果ですので、Ⓚの金額とⓁの金額の差が
小さい場合には、申告の要否について更に検討する必要があります。

また、相続人が取得した「生命保険金」や「退職金」のうち、

一定の金額までは非課税となります。 
※ 国税庁ホームページ【www.nta.go.jp】には、相続税に関する具体
的な計算方法や申告の手続などの詳しい情報を記載した「相続税の申

告のしかた」を掲載しておりますのでご利用ください。 

ⒷからⒻの合計額 Ⓘ 12,800 万円

以上のとおり回答します。 

平成 ● 年 ● 月 ● 日 

住 所 東京都○○区○○○３丁目１番１号

氏 名 国税 花子 電話番号 ××－××××－××××

作成税理士の氏名、事務所所在地、電話番号 

Ⓛ 


